
定 例 会 議 「高知県警察における女性警察職員活躍等の 令和７年６月11日 

資 料 推進のための行動計画」の実施状況について 警 務 課

１　「高知県警察における女性警察職員活躍等の推進のための行動計画」 

  (1)　概要

　　　県警察における女性警察職員の活躍の推進を図るため、令和３年度からの第２

 次行動計画では、

 　　　　①「女性警察職員の採用拡大」

 　　　　②「女性警察職員の登用拡大」

 　　　　③「職員の意識改革(家庭と仕事の両立支援)」

 　　を取組の３本柱に掲げている。

  (2)　計画期間

 　　　令和３年度から令和７年度までの５年間

  (3)　実施に係る数値目標（令和８年４月１日まで）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　実施状況等 

  (1)　女性活躍推進法第19条第６項に基づく行動計画の実施状況等

 　　　別紙１のとおり

  (2)　女性活躍推進法第21条に基づく女性の職業選択に資する情報

 　　　別紙２、３のとおり

 

３　今後の取組 

  　 第３次行動計画（令和８年度から令和12年度）策定に向けた取組を強化

    ○　育児中の女性職員、育児休業を取得した男性職員、一般職員、若手職員等

 あらゆる職員の声を吸い上げるためのワーキンググループを設置

 　　○　全職員に対するアンケートを実施し女性活躍等に関する意識調査を実施

　　○　女性の管理的職業従事者によるキャリアアップセミナーを開催　　等

                                                                 資料１

ア 警察官に占める女性の割合 １３％程度・・・・・・・①

イ 女性警察官に占める巡査部長以上の割合 ４０％以上・・・・・・・②

ウ 警察事務職員の補佐級以上のポストに占める女

性の配置割合

４０％以上・・・・・・・②

エ 男性職員の育児休業取得率 ５０％・・・・・・・・・③

オ 男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加休暇

（８日）の両方取得かつ合計５日以上

取得率１００％

平均取得日数５日以上・・③

カ 年次有給休暇の職員１人当たりの平均取得日数 １２日以上・・・・・・・③



女性活躍推進法第19条第６項に基づく特定事業主
行動計画の実施状況の公表について

別 紙 １
令和７年６月
高 知 県 警 察

計画期間 令和３年度から令和７年度までの５年間

R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

91.2% 100.0% 94.5% 95.0%

7.19日 7.60日 7.34日 7.48日

R３年 R４年 R５年 R６年

女性警察官に占める巡査部長以上の割合

（各年度４月１日時点）

（目標：40％以上）
39.1%38.7%38.8% 38.0% 38.3%

警察官に占める女性の割合

（各年度４月１日時点）

（目標：13％程度）
12.2%10.9% 11.3% 12.0%11.3%

12.8日

年次有給休暇の職員１人当たりの

平均取得日数

（目標：12日以上）

平均取得日数（目標：５日以上）

取得率（目標：100％）

14.6日

警察事務職員の補佐級以上

のポストに占める女性の配置割合

（各年度４月１日時点）

（目標：40％以上）

男性職員の育児休業取得率

（目標：50％） 41.9% 48.9%

男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加休暇

（８日）の両方取得かつ合計５日以上

13.5%

R３年 R５年

51.7%40.0% 41.9% 45.6% 46.3%

R４年

13.7日

96.3%57.1%

R６年

14.8日



女性活躍推進法第21条に基づく女性の職業選択
に資する情報の公表について

別 紙 ２
令和７年６月
高 知 県 警 察

【職業生活に関する機会の提供に関する実績】

○採用した職員に占める女性職員の割合

うち女性 割合 うち女性 割合 うち女性 割合 うち女性 割合 うち女性 割合

70 21 30.0% 77 26 33.8% 67 18 26.9% 60 18 30.0% 58 19 32.8%

55 11 20.0% 58 13 22.4% 56 9 16.1% 52 14 26.9% 49 11 22.4%

15 10 66.7% 19 13 68.4% 11 9 81.8% 8 4 50.0% 9 8 88.9%

○職員に占める女性職員の割合

うち女性 割合 うち女性 割合 うち女性 割合 うち女性 割合 うち女性 割合

1,918 357 18.6% 1,928 370 19.2% 1,921 373 19.4% 1,914 380 19.9% 1,901 387 20.4%

1,629 178 10.9% 1,630 184 11.3% 1,626 183 11.3% 1,622 194 12.0% 1,614 197 12.2%

289 179 61.9% 298 186 62.4% 295 190 64.4% 292 186 63.7% 287 190 66.2%

R3.4.1

採用者数

職員数

採用者数

職員数

警察事務

全体

警察官

全体

警察官

警察事務

R７年度

採用者数

R7.4.1

職員数

R６年度

採用者数

R6.4.1

職員数

R５年度

採用者数

R5.4.1

職員数

R３年度 R４年度

R4.4.1

【職業生活と家庭生活との両立に資する勤務環境の整備に関する実績】

○男女別の育児休業取得率 

取得者数 割合

98 95 96.9%

80 77 96.3% １ヶ月未満 １ヶ月以上 ２ヶ月以上 １ヶ月未満 １ヶ月以上 ２ヶ月以上

76 73 96.1% 42 15 16 54.5% 19.5% 20.8%

4 4 100.0% 3 0 1 3.9% 0% 1.3%

18 18 100.0% １年未満 １年以上 ２年以上 １年未満 １年以上 ２年以上

8 8 100.0% 2 4 2 11.1% 22.2% 11.1%

10 10 100.0% 2 4 4 11.1% 22.2% 22.2%

取得者数 割合

114 75 65.8%

91 52 57.1% １ヶ月未満 １ヶ月以上 ２ヶ月以上 １ヶ月未満 １ヶ月以上 ２ヶ月以上

90 51 56.7% 35 11 5 67.3% 21.2% 9.6%

1 1 100.0% 0 1 0 0% 2.0% 0%

23 23 100.0% １年未満 １年以上 ２年以上 １年未満 １年以上 ２年以上

16 16 100.0% 5 7 4 21.7% 30.4% 17.4%

7 7 100.0% 3 4 0 13.0% 17.4% 0%
※　対象者は各年度に子が生まれた職員数で、取得者数は実際に取得した職員数である。

※　女性職員については、産前産後休暇取得中の育児休業取得が決定している職員を含む。

○男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加休暇の取得率並びに休暇の取得日数の分布状況

０日 １日未満 １日以上２日未満 ２日以上３日未満 ３日 ３日以上４日未満 ４日以上５日未満 ５日

98.8% 1 0 0 2 77

96.3% 3 0 1 7 0 2 6 61

０日 １日未満 １日以上２日未満 ２日以上３日未満 ３日 ３日以上４日未満 ４日以上５日未満 ５日

100.0% 0 1 4 5 81

98.9% 1 1 3 6 0 3 9 68

○年次有給休暇の職員１人当たりの平均取得日数

※付与日数20日以上の者に限る

R6年

取得率
休暇の合計取得日数の分布状況

育児参加休暇

女性計

女性
警察官

警察事務

配偶者出産休暇

R5年度

対象者数 育児休業取得期間の分布状況

R6年度

対象者数 育児休業取得期間の分布状況

全体 人数別 割合

男性計

男性
警察官

警察事務

全体 人数別 割合

男性計

男性
警察官

警察事務

女性計

女性
警察官

警察事務

R6年

R5年

取得率
休暇の合計取得日数の分布状況

配偶者出産休暇

育児参加休暇

R5年

１人当たりの平均取得日数 １人当たりの平均取得日数

警察事務 14.77日 15.17日

全体 14.6日 14.76日

警察官 14.62日 14.74日

R4年

１人当たりの平均取得日数

13.7日

13.68日

13.83日



別紙３ 

 

令和６年度 職員の給与の男女の差異の情報公表 

 
特定事業主名：高知県（警察）  

 

１．全職員に係る情報 

 

２．「任期の定めのない常勤職員」に係る役職段階別及び勤続年数別の情報 

＊ 地方公共団体における「任期の定めのない常勤職員」の給料については、各地方公共団体の条例で 
定める給料表に基づき決定されており、同一の級・号給であれば、同一の額となっている。 

 

(1) 役職段階別 

役職段階 
男女の給与の差異 

（男性の給与に対する女性の給与の割合） 

本庁部局長・次長相当職              －  ％ 

本庁課長相当職             92.1  ％ 

本庁課長補佐相当職             92.9  ％ 

本庁係長相当職             88.4  ％ 

 

(2) 勤続年数別 

勤続年数 
男女の給与の差異 

（男性の給与に対する女性の給与の割合） 

３６年以上             88.8  ％    

３１～３５年             94.8  ％ 

２６～３０年             86.5  ％ 

２１～２５年             85.4  ％ 

１６～２０年             82.2  ％ 

１１～１５年             80.1  ％ 

６～１０年             86.9  ％ 

１～５年             88.3  ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 勤続年数は、採用年度を勤続年数１年目とし、情報公表の対象となる年度までの年度単位で算出している。 

職員区分 
男女の給与の差異 

（男性の給与に対する女性の給与の割合） 

任期の定めのない常勤職員            80.9 ％ 

任期の定めのない常勤職員以外の職員            84.4 ％ 

全職員            78.8 ％ 

【説明欄】 

・２(1) 本庁部局長・次長相当職区分には女性の職員がいないため。 

・任期の定めのない常勤職員以外の職員について、雇用形態が常勤以外の職員については勤

務時間に応じて人数換算をしています。 

 



定 例 会 議 
令 和 ６ 年 度 の 開 示 請 求 状 況 等 に つ い て

令和７年６月11日 

資 料 県民支援相談課

１　情報公開条例に基づく開示請求の状況                                      

 (1)　受付・決定件数等　　　　　　　　 　　　　　　　

受 付 件 数 決定等件数 

処理中 開示 部分開示 非開示 存否応答拒否 不存在 取 下 げ 等

公安委員会 3 ( 2 ) 0(0) 4 ( 3 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 3 ) 0 ( 1 )

警察本部長 242(9) 0(0) 354(56) 52(-22) 147(65) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 148(9) 7 ( 4 )

　注：（　）内は前年比を示す。 

　注：受付件数と決定等件数は、１件の請求に対して複数の異なる決定を行ったものもあり必ずしも一致しない。 

 (2)　主な開示請求の内容 

　　ア　職員の懲戒処分等関係 

    イ　県警察発注工事の金入り設計書 

    ウ　許認可対象事業関係 

 　　エ　死者に係る個人に関する情報

 (3)　審査請求及び訴訟案件 

　　ア  審査請求　２件（審査継続中） 

     イ  訴訟案件　なし

  

２　個人情報保護法に基づく開示請求の状況 

 (1)　受付・決定件数等            　　　　　　　 　　

受 付 件 数 決定等件数 

処理中 開示 部分開示 不開示 存否応答拒否 不存在 取 下 げ 等

公安委員会 3 ( 3 ) 0(0) 4 ( 4 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 2 )

警察本部長 123(47) 0(0) 141(52) 10(9) 90(13) 15(15) 0 ( 0 ) 14(5) 12(10)

　注：（　）内は前年比を示す。 

　注：受付件数と決定等件数は、１件の請求に対して複数の異なる決定を行ったものもあり必ずしも一致しない。 

 (2)　主な開示請求の内容 

　  ア  相談受理簿・日誌関係 

    イ　人身安全関連事案関係 

    ウ　110番通報記録 

　　エ　請求者に係る許認可関係 

 (3)　審査請求及び訴訟案件 

　　ア　審査請求　なし 

    イ  訴訟案件　なし 

 

資料２　



定 例 会 議 春 の 連 休 期 間 中 に お け る 令和７年６月11日 

資 料 山 岳 遭 難 対 策 の 実 施 結 果 に つ い て 地 域 課

１　期間 

　　令和７年４月26日（土）～５月６日（火）（11日間） 

 

２　連休期間中における山岳遭難発生状況 

  

 

 

 

 

           

           

           

           

           

           

       

 

３　登山届提出状況（本県） 

 

 

 

 

 

 

 　

 

４　期間中の主な取組 

 (1）広報活動 

　　○　ＲＫＣラジオによる広報活動の推進 

    ○　移動交番による広報活動の推進 

　　○　署ミニ広報紙・駐在所速報等による広報活動の推進 

 (2)　救助体制の構築 

　　○　県内主要山系（剣山系・石鎚山系）を管轄する南国署及び土佐署において、

　　　山岳救助隊を編成 

　　○　山岳パトロールの実施 

　　○　生活安全部長による山岳遭難救助指導員の指定

死者 負傷者 行方不明 無事救助

令和７年 203 236 21 106 2 107

令和６年 180 192 12 92 3 85

全国
遭難者数（人）発生件数

（件）

死者 負傷者 行方不明 無事救助

令和７年 0 0 0 0 0 0

令和６年 1 1 0 0 0 1

高知県 発生件数
（件）

遭難者数（人）

ＱＲ メール 登山ポスト FAX 郵送 持参

令和７年 21 1 10 7 2 0 1 560

令和６年 14 0 1 11 0 1 1 422

YAMAP
への届出
（件）

届出手段別
届出数
（件）

                                                                 資料３



定 例 会 議 
警察犬の現状及び効果的活用事例について

 令和７年６月11日 

資 料 鑑 識 課

１　警察犬の現状 

    警察犬は、犯罪捜査（逃走犯人の追跡及び遺留資料の発見）や高齢者等の行方不

　明事案の捜索活動など、「臭いの捜査官」として24時間体制で運用している。 

 (1)　直轄警察犬の現状      

 　　ア　担当者

 　　　　現場指導係　女性巡査部長　20歳代　担当歴７年目　「フィン」担当

 　　　　同上　　　　男性巡査長　　30歳代　担当歴４年目  「リュウ」担当

　　イ　直轄警察犬 

         犬種　ジャーマンシェパード　２頭

       ・　通称フィン（９歳11月　オス）  

 　　  ・　通称リュウ（４歳　オス）       

  (2)　嘱託警察犬の現状　    

 　　ア　指導手

         ７名

　　イ　嘱託警察犬                             　　　　 左：リュウ　右：フィン 

         ７頭（ジャーマンシェパード６頭、ボーダーコリー１頭）

     ウ　運用等

　　　　民間が飼育する犬の中から、隔年で開催する嘱託警察犬審査会に合格した優

 　　　秀な犬を警察犬として嘱託し、事案発生時に適宜、出動要請している。

  (3) 出動状況

　

 　

 

 

 

 

 

 

２　最近の主な効果的活用事例              

 (1)  窃盗犯人の逃走先特定 

 

 (2)　高齢の行方不明者発見 

 

 

R３ R４ R５ R６ R７.1～4 前年同期比
犯罪捜査 11 8 7 10 6 +3
捜索活動 75 72 44 43 19 -1
犯罪捜査 0 0 1 1 0 0
捜索活動 12 19 15 15 6 ＋5

98 99 67 69 31 ＋7

直轄警察犬

嘱託警察犬

警察犬出動件数

                                                                 資料４　


